
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  小規模事業者に認められる現金主義 

Ｑ：所得税では、小規模事業者に現金主義

を認めているそうですが、どのような内容に

なっているのですか？  

 

Ａ：次のような内容になっています。 

【解説】 

現金主義とは、所得計算に関係する収入及

び費用を現金の入金及び出金で捉えるという

もので、次の小規模事業者に特例的に認めら

れている制度です。 

 ［小規模事業者］ 

小規模事業者とは、次の要件を満たす者を

いいます。 

①  その年の前々年分の不動産所得の金額と

事業所得の金額の合計額が300万円以下 

(事業専従者の必要経費の特例を適用する

前の金額) である者 

②  すでに①の適用を受けたことがあり、その

後この特例を受けないこととなった者で、

再びこの規定の適用を受けることに付き

税務署長の承認を受けたもの 

この規定の適用を受けようとする場合は、

その年３月15日(その年の１月16日以後に業

務を開始した場合には、その開始した日から

２月以内)までに、この規定の適用を受ける旨

の届出書を所轄税務署長に提出しなければな

りません。 

そして、この規定の適用を取りやめる場合

は、そのやめようとする年の３月15日までに

取りやめの届出書を所轄税務署長宛に提出し

なければなりません。 

Ｒ Ｅ Ｄ Ａ Ｓ   Ａ
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